
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脅
威
が
あ
れ
ば
敵
基
地
へ
の

先
制
攻
撃
を
可
能
に
す
る
憲

法
９
条
改
正
議
論
を
加
速
さ

ら
は
、
大
阪
合
同
支
部
・
紲

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
解
雇

闘
争
、
関
西
合
同
支
部
大
陽

液
送
分
会
・
大
田
貨
物
班
の

偽
装
請
負
裁
判
支
援
要
請
の

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
議
案

採
決
は
、
１
号
議
案
か
ら
４

号
議
案
ま
で
、
す
べ
て
拍
手

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
全
体

の
参
加
者
は
、
２３
名
（
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
１
名
含
む
）

で
し
た
。 

 

せ
て
い
る
。
平
和
な
日
本
を

守
る
た
め
に
は
外
交
に
よ
る

解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。」

ま
た
、「
物
価
高
騰
に
伴
う
だ

け
の
賃
金
引
き
上
げ
が
な
い

状
況
で
経
済
不
況
に
陥
っ
て

い
る
。
２３
春
闘
で
は
、
実
質

賃
金
の
引
き
上
げ
と
底
上
げ

が
必
要
で
あ
り
、
大
幅
な
賃

上
げ
を
勝
ち
取
る
春
闘
に
し

よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
そ
の
後
に
早
田
事
務
局
長

は
、
１
号
議
案
（
運
動
方
針
）

２
号
議
案
（
会
計
決
算
報
告
）

３
号
議
案
（
次
年
度
予
算
）
４

号
議
案
（
次
期
役
員
選
出
）
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

休
憩
を
挟
ん
で
の
討
論
で

は
、
各
県
本
部
か
ら
の
活
動
報

告
と
各
県
本
部
の
権
利
侵
害
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
を

求
め
る
今
後
の
活
動
な
ど
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
大
阪
か

 

建
交
労
近
畿
地
協
第
２４
回

総
会
は
、
２
０
２
２
年
１１
月

１９
日
（
土
）
１３
時
３０
分
か
ら

建
交
労
会
館
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。
前
村
副
議
長
（
大

阪
府
）
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始

ま
り
、
議
長
に
は
、
橋
本
氏
（
関

西
合
同
支
部
・
執
行
委
員
長
）

が
選
出
さ
れ
、
議
事
を
進
行
し

ま
し
た
。 

 

近
畿
地
協
を
代
表
し
て
、
川

口
議
長
が
あ
い
さ
つ
。
川
口
議

長
は
、「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
は
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
国
際

法
に
も
反
す
る
。
ま
た
、
自

民
・
公
明
・
維
新
の
会
な
ど
は
、

中
国
や
北
朝
鮮
に
よ
る
威
嚇

に
乗
じ
て
日
本
が
攻
撃
さ
れ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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建
交
労
大
阪
府
本
部
は
、

憲
法
公
布
記
念
日
の
１
１
月

３
日
、「
輝
け
憲
法
！
平
和
と

い
の
ち
と
人
権
と
１
１
・
３

お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会
」

が
大
阪
市
北
区
に
あ
る
扇
町

公
園
で
開
か
れ
、
約
３
，
０

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

建
交
労
大
阪
か
ら
は
、
大
阪
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「
政
治
と
カ
ネ
」
を
巡
る
歪
ん

だ
構
図
の
下
、
憲
法
の
理
念
が

脅
か
さ
れ
、
平
和
と
暮
ら
し
を

破
壊
す
る
悪
政
が
進
め
ら
れ

た
と
指
摘
。
憲
法
を
生
か
す
政

治
と
社
会
を
目
指
す
取
り
組

み
を
広
げ
て
い
こ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
志

社
大
学
院
の
岡
野
教
授
、
若
者

２
人
の
ス
ピ
ー
チ
、
参
院
会
派

「
沖
縄
の
風
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
、
立
憲
民
主
党
・

日
本
共
産
党
・
社
民
党
が
連
帯

あ
い
さ
つ
、
れ
い
わ
新
撰
組
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
中
崎
町
と
西

梅
田
の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。 

 

府
本
部
・
荻
田
書
記
長
、
大

阪
合
同
支
部
・
松
澤
書
記
長
、

兵
庫
合
同
支
部
大
阪
食
肉
労

働
組
合
・
片
山
副
委
員
長
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
に
大
阪
憲
法
会
議
・

共
同
セ
ン
タ
ー
幹
事
長
の
丹

波
徹
・
龍
谷
大
学
教
授
が
開

会
挨
拶
し
、「
政
治
と
宗
教
」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

執行委員長／前村和弘(再) 

副執行委員長／池辺保明(再)・荻田智(再) 

執行委員／小園真吾(再)・中村通(再)・高見佳季(新) 

会計監査／地村公光(再)・川上秀樹(再)を選出しました。 

 

払
賃
金
請
求
裁
判
の
報
告
を

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
高
槻
砕
石

分
会
で
は
夏
季
一
時
金
要
求

書
を
提
出
し
、
１０
万
円
／
人
の

要
求
獲
得
で
協
定
書
を
交
わ

し
ま
し
た
。 

討
論
で
は
、
大
幸
工
業
分
会

の
代
議
員
か
ら
現
状
報
告
と

 

関
西
ダ
ン
プ
支
部
は
、
２

０
２
２
年
１１
月
６
日(

日
）
国

労
大
阪
会
館
1
階
ホ
ー
ル
に

て
午
前
10

時
30

分
か
ら
第

49
回
定
期
大
会
を
１
８
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
１
年
は
、
組
織
現
勢

を
維
持
で
き
ず
減
ら
し
て
の

大
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

使
用
促
進
で
は
新
名
神
工
事

に
毎
日
1

～
2

台
が
就
労

し
、
延
べ
５
８
３
台
が
就
労

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
昨

年
公
然
化
し
た
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
解
雇(

大
西
物
流
＝
本

社
愛
媛
県)

争
議
闘
争
の
和

解
報
告
や
ダ
ン
プ
の
雇
用
運

転
手
職
場
分
会(

５
人)

結
成

公
然
化
後
の
取
組
状
況
を
報

告
、
団
体
交
渉
は
行
わ
れ
て

い
る
が
組
合
嫌
悪
に
よ
る
差

別
を
受
け
て
る
事
で
大
幸
工

業(

株)

相
手
に
２
件
の
不
当

労
働
行
為
救
済
の
闘
い
と
未

争
議
支
援
の
訴
え
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

前
村
委
員
長
か
ら
大
幸
工

業
分
会
の
争
議
、
テ
ン
コ
ー

分
会
の
争
議
を
自
ら
の
争
議

と
い
う
立
場
で
最
後
ま
で
支

援
す
る
こ
と
を
ま
と
め
で
発

言
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

経
過
報
告
・
決
算
報
告
の

承
認
を
受
け
、
組
合
員
の
諸

要
求
実
現
と
政
党
支
持
・
政

治
活
動
の
自
由
を
保
障
し
、

政
治
的
自
覚
を
高
め
る
た
め

の
学
習
強
化
、
労
働
者
・
国

民
が
主
人
公
に
な
り
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
運
動
方
針(

案)

と
予

算(

案)

を
決
定
し
ま
し
た
。 

役
員
選
挙
は
、
定
数
内
の

立
候
補
者
全
員
が
信
任
さ
れ

ま
し
た
。 
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ば
か
り
、
労
働
組
合
の
力
が

た
め
さ
れ
て
い
る
春
闘
、
大

幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
２３

春
闘
勝
利
、
岸
田
政
権
と
大

阪
維
新
市
政
を
終
わ
ら
せ
、

労
働
者
が
主
体
と
な
る
社
会

へ
転
換
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
を
確
認
し
て
、
春
闘

討
論
集
会
は
閉
会
し
ま
し

た
。 

 

て
・
春
闘
で
の
た
た
か
う
方

針
・
年
末
一
時
金
回
答
状

況
・
統
一
地
方
選
挙
・
大
阪

維
新
市
政
」
な
ど
で
討
論
し

た
内
容
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
第
２
分
散
会
報
告
は
、

荻
田
書
記
長
が
報
告
し
ま
し

た
。 

 
今
の
ま
ま
で
は
国
民
・
労

働
者
の
生
活
は
苦
し
く
な
る

 

昼
食
後
は
、
４
つ
の
分
散

会
に
分
か
れ
討
論
し
ま
し

た
。
建
交
労
大
阪
府
本
部
か

ら
は
、
前
村
委
員
長
が
３
分

散
会
、
荻
田
書
記
長
が
２
分

散
会
に
別
れ
て
参
加
し
ま
し

た
。 

 

各
分
散
会
か
ら
の
報
告
で

は
、「
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い

た
。 

 

講
演
後
の
特
別
報
告
は
、
化

学
一
般
・
生
協
労
連
・
自
治
労

連
・
医
労
連
か
ら
職
場
の
現
状

と
春
闘
の
構
え
な
ど
が
各
組

織
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
阪
労
連
春
闘
討
論
集
会

は
、
１１
月
２６
日
（
土
）
午
前

１０
時
～
午
後
１６
時
ま
で
国

労
大
阪
会
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
体
の
参
加

者
は
、
会
場
・
４７
名
、
オ
ン

ラ
イ
ン
・
８
名
。
大
阪
労
連
・

河
野
副
議
長
が
司
会
進
行
。 

主
催
者
挨
拶
は
、
大
阪
労

連
・
菅
議
長
。
菅
議
長
は
、「
物

価
高
騰
が
続
く
中
、
労
働
者

の
実
質
賃
金
は
引
き
下
が
っ

て
い
る
。
先
進
国
の
中
で
も

日
本
が
１
番
上
が
っ
て
い
な

い
。
２３
春
闘
で
は
、
大
幅
な

賃
上
げ
が
必
要
で
あ
り
、
私

達
、
労
働
組
合
が
奮
闘
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
、
全
労
連
・
清

岡
副
議
長
を
お
招
き
し
、「
低

賃
金
と
物
価
高
か
ら
生
活
を

守
る
。
大
幅
賃
上
げ
・
底
上

げ
を
」
を
テ
ー
マ
に
約
１
時

間
３０
分
、
講
演
を
行
い
ま
し
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